
ＡＹＡ世代の支援について 

 

ＡＹＡ世代とは、Ａdolescent and Ｙoung Ａdult（思春期・若年成人）の頭文字をとったもの

で、主に、思春期（15歳～）から 30歳代までの世代を指しています。 

 

 

 

 

 

 

AYA世代は、多くの人にとって親から自立したり、生活の中心が家庭や学校から社会での活動

に移行したりしていくなど、大きな転換期を迎える時期でもあります。このような時期にが

んと診断されると、心身にさまざまな影響を受けることがあります。また、成人のがんに比

べて情報が少なく見つけることが難しいなど、不安を抱く人も少なくありません。治療のこ

とだけでなく、人生における重要なライフイベントに合わせ、患者さん一人ひとりへの支援

が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※AYA世代に関する情報サイト 

  がん情報サービス「AYA世代の方へ（15歳から３０歳代）」 

 

 

 

 

 

妊孕性（にんようせい）について 

 妊孕性とは 

  妊孕性とは「妊娠するための力（生殖機能）」のことをいいます。 

 

 

小児

0～14歳

Adolesend youngAdult

思春期 若年成人

15歳～39歳

成人

40歳

 ＃学校のこと 

＃就職や仕事のこと 

＃将来の暮らし方 

＃恋愛や結婚のこと 

＃お金のこと  など 

AYA世代の悩み・・・ 

https://ganjoho.jp/public/life_stage/aya/index.html


 妊孕性温存療法とは 

  妊孕性温存療法とは、がん治療により生殖機能の低下の可能性がある患者さん・ご家族に 

対して、治療前に将来の妊娠の可能性を残すために行う治療のことをいいます。 

 

  ※妊孕性に関する情報サイト 

  ・がん情報サービス「妊孕性」 

  ・福岡県ホームページ「小児・AYA世代患者等妊孕性温存治療費助成事業のご案内」 

  

 

 

 

小児がんについて 

 

  小児がんは、小児がかかるさまざまながんの総称です。 

一般的には、１５歳未満にみられるがんのことです 

 

 

  ※小児がんに関する情報サイト 

   がん情報サービス「小児がんについて」 

 

 

 

相談をご希望される場合は、がん相談支援センターをご利用ください。 

相談の内容によっては必要に応じて適切な医療機関等への連携を行います。 
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https://ganjoho.jp/public/support/fertility/index.html
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/gan-ninyousei.html
https://ganjoho.jp/public/life_stage/child/index.html

